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１. ＰＣＢ処理安全監視委員会について
３月２日（火）に、令和２年度第２回「豊田市ＰＣＢ処理安全監視委員会」（主催：豊田市）が豊
田ＰＣＢ処理事業所で開催されました。

今回の監視委員会は新型コロナウイルスへの対応として、参加者を監視委員会委員、豊田
市、愛知県、環境省及びＪＥＳＣＯ等に限定するとともに、換気の徹底、手指のアルコール消
毒、マスク着用をして開催されました。

ＪＥＳＣＯからは、豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の処理実績や進捗状況、周辺環境への影響
の状況などを報告し、ＰＣＢ廃棄物処理が順調に進んでいることをご確認いただきました。

豊田市からは、豊田ＰＣＢ廃棄物処
理施設への立入検査の状況及び
令和２年度ＰＣＢ環境モニタリング
調査について、いずれも問題のない
状況であったとの説明がありました。
 
当事業所の処理エリア（愛知、岐阜、
静岡、三重）の県及び政令市を代
表して、愛知県から東海地区ＰＣＢ
廃棄物処理計画について説明があ
り、このエリアのＰＣＢ廃棄物が残ら
ずＪＥＳＣＯに搬入されるようにする
ＰＣＢ廃棄物の掘り起こし等の取組
みについて説明がありました。

委員の方々からは、令和４年度末まで
の期限内に処理が完了するように、ＪＥ
ＳＣＯについては安全操業の継続を、
行政については掘り起こし等の取組み
の一層の推進を求めるご意見があり
ました。

環境省からは、全国的なＰＣＢ廃棄物
処理進捗状況、都道府県の取組みへ
の支援、及びテレビＣＭや楽天サイトを
活用した全国的な広報の実施等の取
組み説明がありました。
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２. 総合防災訓練の実施
地震発生を想定して、安全確保やその後の防災対策本部の設置、被害状況（死傷者、火災、
ＰＣＢ漏洩等の有無）の把握、各関係機関への通報などを行う総合防災訓練を、３月１１日
（木）に実施しました。

地震発生直後は身の安全を優先し、ＪＥＳＣ
Ｏと運転会社の全員が自身の安全確保を図
りました。揺れが収まった後に、新型コロナ感
染対策で「３密」を避けながら避難し、人員点
呼による安否確認を行いました。防災対策本
部と現地指揮本部を立ち上げ、緊急時点検
による火災発生、ＰＣＢ漏洩、及び設備の被
災状況等を確認しました。緊急時対応マニュ
アルに沿った点検指示、報告、記録等の連帯
活動訓練を実施しました。

ＰＣＢ処理事業紹介シリーズ　第41回
今回は豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設で処理をしているＰＣＢがどのようなものかをご紹介し
ます。

ＰＣＢはPoly Chlorinated Biphenyl（ポリ塩化ビフェニル）の略称で、ポリ塩化ビフェニル化合
物の総称です。その分子に保有する塩素の数や位置により２０９種類の異性体が存在し
ます。
その性質は、水に溶けにくく、沸点が高い、熱で分解しにくく不燃性、電気絶縁性が高いな
どの特性から、電気機器の絶縁油、熱交換器の熱媒体、ノンカーボン紙など様々な用途
で利用されました。
しかし、脂肪に溶けやすい性質から、慢性的な摂取により体内に徐々に蓄積し、中毒症状
として様々な症状を引き起こすことが報告されています。

ＰＣＢの毒性が大きくとりあげられた事件として、カネミ油症事件があります。
この事件は、米ぬか油（ライスオイル）中に、熱媒体として用いられたＰＣＢ等が混入したこと
が原因で、昭和４３年に西日本各地で、米ぬか油による食中毒が発生しました。当時の患
者数は約1万3千名に上ったと言われています。
一般にＰＣＢによる中毒症状として、目やに、爪や口腔粘膜の色素沈着、座瘡様皮疹（塩素
ニキビ）、爪の変形、まぶたや関節のはれなどが報告されています。

日本国内にある高濃度のＰＣＢを無害化処理する唯一の会社が、我々ＪＥＳＣＯです。


	001.pdf
	002.pdf

